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お話しする内容

・母子保健情報の活用の実際（1）

母子保健情報としてすぐに活用できるもの

少し手間はかかるが、活用できる情報

・母子保健情報の活用の実際（2）

Plan（事業等の計画、地区診断）での活用

・母子保健情報の活用の実際（3）

Check（事業等の評価）での活用

・母子保健情報活用の課題
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（母子）保健活動は両眼を使う

• 片方の眼

住民個人を見る目

• もう片方の眼

住民を集団として見る目

片目を閉じて机の先にある物をつかもうとしてみて
ください。
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母子保健情報をPDCAで活用する

Plan

Do

Check

Action
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事業等の評価

事業等の計画
地区診断



母子保健情報の活用の実際（1）

すでに母子保健情報を活用している

○身体発育曲線
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【乳幼児健診での一コマ】
Aちゃん、生まれた時には体重が少な
くて心配したけど、1歳になった時に
は真ん中より上になったよね・・・



母子保健情報の活用の実際（1）

母子保健情報としてすぐに活用できるもの

○既存の統計（主なもの）

・人口動態統計

・地域保健・健康増進事業報告

・衛生行政報告例

・学校保健統計調査
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母子保健情報の活用の実際（1）

母子保健情報としてすぐに活用できるもの

○既存の統計（主なもの）

・人口動態統計

出生、死産、死亡、婚姻、離婚
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・政府統計の総合窓口（e-stat：https://www.e-stat.go.jp/）から
データをダウンロードできる。
・出生数、乳児死亡率、死産数、婚姻数などの指標
・都道府県（あるいは保健所圏域）のデータは入手できるが、
市区町村別のデータは限られている（人口動態総覧として一
部入手可能）
・市区町村別のデータの多くは、各自治体の統計データとし
て集計されていると思われる。

https://www.e-stat.go.jp/


母子保健情報の活用の実際（1）

母子保健情報としてすぐに活用できるもの

○既存の統計（主なもの）

・地域保健・健康増進事業報告

妊娠届出者数、乳幼児健診等の受診数、保健指
導の被指導者数、定期予防接種の接種者数など
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・政府統計の総合窓口（e-stat：https://www.e-stat.go.jp/）から
データをダウンロードできる。
・母子保健に関連するデータは「地域保健編」の「保健所
編」および「市区町村編」に掲載されている。

https://www.e-stat.go.jp/


母子保健情報の活用の実際（1）

母子保健情報としてすぐに活用できるもの

○既存の統計（主なもの）

・衛生行政報告例

母体保護（不妊手術件数、人工妊娠中絶件数）
小児慢性特定疾病（受給者証所持者数など）
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・政府統計の総合窓口（e-stat：https://www.e-stat.go.jp/）から
データをダウンロードできる。
・都道府県別（および指定都市、中核市別）のデータは入手
できる。

https://www.e-stat.go.jp/


母子保健情報の活用の実際（1）

母子保健情報としてすぐに活用できるもの

○既存の統計（主なもの）

・学校保健統計

都道府県別

身長・体重の平均値、肥満傾向児の出現率、痩
身傾向児の出現率
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・政府統計の総合窓口（e-stat：https://www.e-stat.go.jp/）から
データをダウンロードできる。
・入手できるデータは限られている。

https://www.e-stat.go.jp/


母子保健情報の活用の実際（1）

母子保健情報としてすぐに活用できるもの

○既存の統計

11政府統計の総合窓口（e-stat：https://www.e-stat.go.jp/）

https://www.e-stat.go.jp/


母子保健情報の活用の実際（1）

少し手間はかかるが、活用できる情報

○日頃、現場で収集している情報（主なもの）

・妊娠届出時のアンケート

・（妊婦健診の情報）

・乳児家庭全戸訪問事業（あるいは新生児訪問）
でのアンケート

・乳幼児健診の問診票、測定値、判定結果

・子育て世代包括支援センター等での相談の情報
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母子保健情報の活用の実際（2）

Plan（事業等の計画、地区診断）での活用

・例：母子保健計画の策定
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とある県の母子保健連絡会議にて・・・
「どうやら私たちの市は県内で産後うつの疑い
（EPDS 9点以上の産婦）が最も多いらしい・・・」

Plan



母子保健情報の活用の実際（2）

Plan（事業等の計画、地区診断）での活用

・例：母子保健計画の策定
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とある県の母子保健連絡会議にて・・・
「どうやら私たちの市は県内で産後うつの疑い
（EPDS 9点以上の産婦）が最も多いらしい・・・」

どうして私たちの市では、産後うつが多いのかな？？

Plan



乳幼児健診情報システム

15
健やか親子21ホームページ

システムでは、全国で共通の乳幼児健康診査で必須問診項目とし
て設定された15項目を扱っている。この15項目は、平成27年度よ
り開始された「健やか親子２１（第２次）」の指標となっており、
各市区町村は毎年度調査を行い、都道府県は市区町村のデータを
集計し、国（厚生労働省母子保健課）に報告することとなってい
る。



乳幼児健診情報システム
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妊娠・出産について満足している者の割合
（3・4か月）

3・4か月集計表

男 女 無回答 合計

1 1．はい 0

2 2．いいえ 0

3 3．どちらとも言えない 0

9 9．無回答 0

123456

〇〇県△△市

回答数
選択肢

妊娠・出産に
ついて満足し
ている者の割
合

産後、退院してからの
１か月程度、助産師や
保健師等からの指導・
ケアは十分に受けるこ
とができましたか。

番号

2020年度

A03 基盤課題Ａ 3

ｺｰド 指標名 設問項目 割合

調査指標回答一覧表



乳幼児健診情報システム
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妊娠・出産について満足している者の割合（3・4か月）



乳幼児健診情報システム

18

妊娠・出産につ
いて満足してい
る者の割合
（3・4か月）

3･4か月グラフ

2020 年度 〇〇県△△市

指標名 設問 回答項目 回答数 割合

1 はい 0
2 いいえ 0
3 どちらとも言えない 0
9 無回答 0

123456

乳幼児健康診査集計表   

産後、退院してからの１か月程度、助産師や保健師等からの
指導・ケアは十分に受けることができましたか。

１．妊娠・出産につ
いて満足している者
の割合

産後、退院してからの１か月
程度、助産師や保健師等か
らの指導・ケアは十分に受け
ることができましたか。

0.0%0.0%0.0%

はい いいえ どちらとも言えない



乳幼児健診情報システム
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妊娠・出産について満足している者の割合
（3・4か月）

私たちの市 県全体

78% 85%

＊仮想データです



乳幼児健診情報システム
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積極的に育児を
している父親の
割合

（3・4か月）

3･4か月グラフ

2020 年度 〇〇県△△市

指標名 設問 回答項目 回答数 割合

1 よくやっている 0
2 時々やっている 0
3 ほとんどしない 0
4 何ともいえない 0
9 無回答 0

123456

乳幼児健康診査集計表   

９．積極的に育児を
している父親の割合

お子さんのお父さんは、育児
をしていますか。

お子さんのお父さんは、育児をしていますか。

0.0%0.0%0.0%0.0%

よくやっている 時々やっている ほとんどしない 何ともいえない



乳幼児健診情報システム
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積極的に育児をしている父親の割合
（3・4か月）

私たちの市 県全体

60% 68%

＊「よくやっている」と回答した者の割合：
仮想データです



母子保健情報の活用の実際（2）

Plan（事業等の計画、地区診断）での活用

・例：母子保健計画の策定
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どうして私たちの市では、産後うつが多いのかな？？

乳幼児健診情報システムを見てみると、県全体と
比べて・・・
○妊娠・出産に満足している割合 低い！
○積極的に育児をしている父親の割合 低い！

Plan



母子保健情報の活用の実際（2）

Plan（事業等の計画、地区診断）での活用

・例：母子保健計画の策定
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【課題】産後うつの疑いが多い

【背景として考えられること】
○妊娠・出産に満足している割合が低い
○積極的に育児をしている父親の割合が低い

課題解決のための事業を計画しよう！

Plan



母子保健情報の活用の実際（2）

Plan（事業等の計画、地区診断）での活用

・例：母子保健計画の策定
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【課題】産後うつの疑いが多い

【背景として考えられること】
○妊娠・出産に満足している割合が低い
○積極的に育児をしている父親の割合が低い

【課題解決のための事業】
土日開催の両親学級事業を計画、実施

Plan

Do



母子保健情報の活用の実際（3）

Check（事業等の評価）での活用

・課題に対し、土日開催の両親学級事業を実施
した。

・EPDS 9点以上の割合が減ったかどうか

・妊娠・出産に満足した者が増えたか

・積極的に育児をする父親は増えたか

25

check

Do



乳幼児健診情報システム
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【経年変化の確認】
・妊娠・出産について
満足している者の割合
（3・4か月）
・積極的に育児をして
いる父親の割合
（3・4か月）

3・4か月グラフ 123456

選択肢 合計 2015 2016 2017 2018 2019 2020

1．はい 0 0 0 0 0 0 0
2．いいえ 0 0 0 0 0 0 0
3．どちらとも言えない 0 0 0 0 0 0 0
9．無回答 0 0 0 0 0 0 0

年度 平均 2015 2016 2017 2018 2019 2020

割合

0

妊娠・出産について満足している者の割合

産後、退院してからの１か月程度、助産師や保健師等からの指導・ケアは十分に受け
ることができましたか。(「1．はい」の割合)

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

2

0

1

5

2

0

1

6

2

0

1

7

2

0

1

8

2

0

1

9

2

0

2

0

(%)



母子保健情報の活用の実際（3）

Check（事業等の評価）での活用
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check

事業開始前 事業開始3年後

EPDS 9点以上の割合 18% 14%

妊娠・出産について満足
している者の割合（3・4
か月）

78% 85%

積極的に育児をしている
父親の割合
（3・4か月）

60% 70%

＊仮想データです



母子保健情報の活用の実際（3）

Check（事業等の評価）での活用
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check

事業開始前 事業開始3年後

EPDS 9点以上の
割合

18% 14%

妊娠・出産につい
て満足している者
の割合（3・4か
月）

78% 85%

積極的に育児をし
ている父親の割合
（3・4か月）

60% 70%

＊仮想データです

【評価】
土日開催の両親学級事
業を3年間実施したこ
とにより、妊娠・出産
について満足している
者や積極的に育児をし
ている父親が増加した
だけでなく、産後うつ
の疑いが減少した可能
性がある。



母子保健情報をPDCAで活用する

Plan

Do

Check

Action

29

事業等の評価

事業等の計画
地区診断



母子保健情報活用の課題

電子化の課題

・紙で収集している場合⇒エクセルに入力

集計、分析を意識した入力

・すでにエクセル等に入力している場合⇒基本的な
集計（単純集計）

・自治体独自のデータベースに情報を登録している
場合⇒必要な情報を抽出

データベースが分析に適した設計になっていないこ
ともある⇒必要な情報を抽出しても、集計・分析す
るためにはデータの見直しが必要な場合がある。
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母子保健情報活用の課題
電子化の課題

・紙で収集している場合

⇒エクセルに入力：集計、分析を意識した入力

31

【注意すべき点】複数選択の設問の入力

例：この数か月の間に、ご家庭で以下のことがありましたか。あて
はまるものすべてに〇を付けて下さい。
1．しつけのし過ぎがあった
2．感情的に叩いた
3．乳幼児だけを家に残して外出した
4．長時間食事を与えなかった
5．感情的な言葉で怒鳴った
6．子どもの口をふさいだ
7．子どもを激しく揺さぶった
8．いずれにも該当しない



母子保健情報活用の課題
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【注意すべき点】複数選択の設問の入力

例：この数か月の間に、ご家庭で以下のことがありましたか。あて
はまるものすべてに〇を付けて下さい。
1．しつけのし過ぎがあった
2．感情的に叩いた
3．乳幼児だけを家に残して外出した
4．長時間食事を与えなかった
5．感情的な言葉で怒鳴った
6．子どもの口をふさいだ
7．子どもを激しく揺さぶった
8．いずれにも該当しない

回答：2, 5

どのように入力すればよいでしょうか？



母子保健情報活用の課題
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【注意すべき点】複数選択の設問の入力

例：この数か月の間に、ご家庭で以下のことがありましたか。
あてはまるものすべてに〇を付けて下さい。
1．しつけのし過ぎがあった
2．感情的に叩いた
3．乳幼児だけを家に残して外出した
4．長時間食事を与えなかった
5．感情的な言葉で怒鳴った
6．子どもの口をふさいだ
7．子どもを激しく揺さぶった
8．いずれにも該当しない

回答：2, 5

no. この数ヶ月間で家庭であったこと

1 2,5

【間違い例】
一つのセルに2つ以上の数値を入力しない！



母子保健情報活用の課題
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【注意すべき点】複数選択の設問の入力

例：この数か月の間に、ご家庭で以下のことがありましたか。
あてはまるものすべてに〇を付けて下さい。
1．しつけのし過ぎがあった
2．感情的に叩いた
3．乳幼児だけを家に残して外出した
4．長時間食事を与えなかった
5．感情的な言葉で怒鳴った
6．子どもの口をふさいだ
7．子どもを激しく揺さぶった
8．いずれにも該当しない

回答：2, 5

【正しい例】
・一つの選択肢に対して、一つの列を割り当てる。
・一つの選択肢について、「あり⇒1，なし⇒0」を入力する。

no.
1.しつけのし過

ぎがあった

2.感情的に叩い

た

3.乳幼児だけを

家に残して外出

した

4.長時間食事を

与えなかった

5.感情的な言葉

で怒鳴った

6.子どもの口を

ふさいだ

7.子どもを激し

く揺さぶった

8.いずれにも該

当しない

1 0 1 0 0 1 0 0 0



母子保健情報活用の課題

電子化の課題

・すでにエクセル等に入力している場合

⇒基本的な集計（単純集計）

エクセルでは、ピボットテーブルがおすすめ。

（クロス集計もできます）

35



ピボットテーブルを作成してみましょう。
①データシートのセルを一つ選択（ここではA1）
②挿入→ピボットテーブル

①

②

ピボットテーブルの作成例



ピボットテーブルを作成してみましょう。
「テーブル/範囲」を確認して「OK」

ピボットテーブルの作成例



「ピボットテーブルのフィールド」で、
「合計/ID」を「Σ値」の枠へドラッグ。
同じく「年齢区分（10歳）【追加】」を「行」の枠へドラッグ。
→年齢区分（10歳）の合計値が示された。

ピボットテーブルの作成例



「ピボットテーブルのフィールド」で、
「合計/ID」の▼をクリック→値フィールドの設定

ピボットテーブルの作成例



「集計方法」の「選択したフィールドのデータ」で、
「個数」を選択→「OK」

ピボットテーブルの作成例



「合計/ID」から「個数/ID」へ変わり、年齢区分ごとの人数が示さ
れる。

ピボットテーブルの作成例



再度「Σ値」の「個数/ID」の▼→「値フィールドの設定」→「計算
の種類」の「列集計に対する比率」を選択→「OK」

ピボットテーブルの作成例



「個数/ID」には、年齢区分ごとの割合（全体の300人に対する割
合）が示される。

ピボットテーブルの作成例



クロス集計：「ピボットテーブルのフィールド」の「性別」を
「列」の枠にドラッグすると、性別の年齢区分の割合が示される。

ピボットテーブルの作成例



母子保健情報活用の課題

電子化の課題

・自治体独自のデータベースに情報を登録している
場合

⇒必要な情報を抽出

データベースが分析に適した設計になっていないこ
ともある。

⇒必要な情報を抽出しても、集計・分析するために
はデータの見直しが必要な場合がある。
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母子保健情報活用の課題

さらなる情報利活用に向けて

・様々なアンケート、問診票を個人で繋げたい
⇒データの突合

・集団とともに、個人の変化も見ていく（身体
発育曲線と同じ）

・データ分析には、地元の専門家（大学等）の
支援を仰ぐ

46



母子保健情報活用の課題

さらなる情報利活用に向けて

・様々なアンケート、問診票を個人で繋げたい

⇒データの突合

共通のIDで突合

さらには、母親、（父親）、子どもを共通のIDで突合できる
とよい。

・エクセルでは、1行に母親、（父親）、子どものデータが並
ぶイメージ
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母子保健情報活用の課題

さらなる情報利活用に向けて

・様々なアンケート、問診票を個人で繋げたい

⇒データの突合

・エクセルでは、1行に母親、（父親）、子ども
のデータが並ぶイメージ
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ID 母親の
妊娠期
のデー
タ

出生時
のデー
タ

こんに
ちは赤
ちゃん
事業の
データ

4か月児
健診の
データ

・・・

10001



母子保健情報活用の課題

さらなる情報利活用に向けて

・集団とともに、個人の変化も見ていく（身体
発育曲線と同じ）
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Aちゃん
出生時の
データ

4か月健診の
データ

1歳6か月児健
診のデータ

3歳児健診の
データ



母子保健情報活用の課題

さらなる情報利活用に向けて

・データ分析には、地元の専門家（大学等）の
支援を仰ぐ
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大学等自治体



母子保健情報活用の課題

将来的な電子化の課題

・パーソナル・ヘルス・レコード（PHR）

電子化すべき情報

予防接種

乳幼児健診（3・4か月、1歳半、3歳）

妊婦健診

⇒今後は、個人および集団の評価に活用することが
期待される。
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お疲れ様でした。

母子保健情報の活用と評価
-地区診断とPDCA-


